
総社市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

 

令和５年３月２３日 

 

総社市長 片 岡 聡 一 

 

総社市条例第１９号 

 

総社市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

 

総社市消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例（平成１７年総社市条例第２１７号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄中条及び項の表示に下線が引かれた条及び項（以下「移動条項」という。）に対応する同表の改正後の欄中条の表示に下線が引かれた

条（以下「移動後条」という。）が存在する場合には，当該移動条項を当該移動後条とし，移動条項に対応する移動後条が存在しない場合には，当該移動条

項（以下「削除条項」という。）を削り，移動後条に対応する移動条項が存在しない場合には，当該移動後条（以下「追加条」という。）を加える。 

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（条の表示，削除条項及び別表の表示を除く。以下「改正部分」という。）に対応する次の表の改正後の欄中下

線が引かれた部分（条の表示，追加条及び別表の表示を除く。以下「改正後部分」という。）が存在する場合には，当該改正部分を当該改正後部分に改め，

改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合には，当該改正部分を削り，改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には，当該改正後部分を加

える。 

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分（以下「改正表」という。）に対応する次の表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部分（以下「改正後表」

という。）が存在する場合には，当該改正表を当該改正後表に改め，改正表に対応する改正後表が存在しない場合には，当該改正表を削る。 

次の表の改正前の欄中別表の表示に下線が引かれた別表（以下「移動別表」という。）に対応する次の表の改正後の欄中別表の表示に下線が引かれた別

表（以下「移動後別表」という。）が存在する場合には，当該移動別表を当該移動後別表とし，移動後別表に対応する移動別表が存在しない場合には，当

該移動後別表を加える。 

 

改   正   後 改   正   前 

 

 （趣旨） 

第１条 この条例は，消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第２３条第

１項の規定に基づき，非常勤の消防団員（以下「消防団員」という。）の

報酬及び費用弁償について必要な事項を定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この条例は，消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第２３条第

１項の規定に基づき，非常勤の消防団員（以下「団員」という。）の報酬

及び費用弁償について必要な事項を定めるものとする。 

 （報酬） 

第２条 団員の報酬は，団長，副団長，本部長，分団長，副分団長，部長，

班長及び団員の区分により支給するものとし，その額は，別表第１に定め

るところによる。 



改   正   後 改   正   前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （報酬） 

第２条 消防団員には，総社市消防団条例（平成１７年総社市条例第２１５

号）第２条に規定する消防団に所属することに対する年額報酬（以下「年

額報酬」という。）及び出動実績に対する実績報酬（以下「出動報酬」と

いう。）を支給する。 

２ 年額報酬の額は，別表第１の左欄に掲げる消防団員の区分に応じ，同表

の右欄に定める額とする。ただし，別表第２の左欄に掲げる者に任命され

た消防団員の年額報酬の額は，同表の左欄に掲げる区分に応じ，同表の右

欄に定める額を加算した額とする。 

３ 出動報酬の額は，別表第３の左欄に掲げる区分ごとに同表の中欄に掲げ

る従事時間に応じて，同表の右欄に定める額とする。 

 （支給方法） 

第３条 年額報酬及び出動報酬は，毎年４月から９月までのものを１０月

に，１０月から翌年３月までのものを４月に支給する。ただし，死亡又は

退職した消防団員については，当該事象が発生した後速やかに支給する。 

２ 新たに任命された消防団員に対する年額報酬は任命の月から，死亡又は

退職した消防団員に対する年額報酬は死亡又は退職した月までを支給の

対象とし，それぞれ月割計算により支給する。 

 （費用弁償） 

第４条 消防団員が公務のため旅行するときは，別表第４に定めるところに

より費用弁償として旅費を支給する。 

 

 （その他） 

第５条 略 

２ 前項の団員で教養訓練指導員，運転手，副運転手，機関員及び副機関員

に任命されたものに対しては，同項に定める報酬額に別表第２に定める報

酬額を加算して支給する。 

３ 前２項の報酬は，月割計算により，毎年４月から１２月までを１２月に，

翌年１月から３月までを３月にそれぞれ支給する。ただし，退職し，又は

死亡した者については，その際支給することができる。 

４ 新たに任命された者についてはその月から，退職し，又は死亡した者に

ついてはその月までを，月割計算により，第１項及び第２項の報酬を支給

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （費用弁償） 

第３条 団員が公務のため旅行したとき，及び招集により出動又は会議，訓

練等に出席したときは，別表第３に定めるところにより費用弁償を支給す

る。 

 （その他） 

第４条 略 



改   正   後 改   正   前 

附 則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この条例は，平成１７年３月２２日から施行する。 

 

別表第１（第２条関係） 

区 分 支給額 

団長 150,000円 

副団長 100,000円 

本部長 80,000円 

分団長 60,000円 

副分団長 46,000円 

部長 40,000円 

班長 38,000円 

団員 36,500円 

 

別表第２（第２条関係） 

区 分 支給額 

教養訓練指導員 14,000円 

運転手 7,500円 

副運転手 3,600円 

機関員 3,900円 

副機関員 2,900円 

 

別表第３（第２条関係） 

区 分 従事時間（1日当たり） 支給額 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成１７年３月２２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 総社市消防団条例（平成１７年総社市条例第２１５号）附則第２項の規

定により消防団長，副団長その他役員及び団員とみなされた者の報酬及び

費用弁償については，別表第１から別表第３までの規定にかかわらず，そ

れぞれ合併前の総社市，山手村又は清音村の消防団長等の報酬及び費用弁

償の例による。 

 

 

別表第１（第２条関係） 

区 分 支給の単位 支給額 

団長 年 150,000円 

副団長 〃 100,000 

本部長 〃 80,000 

分団長 〃 60,000 

副分団長 〃 40,000 

部長 〃 30,000 

班長 〃 25,000 

団員 〃 20,000 

 

別表第２（第２条関係） 

区 分 支給の単位 支給額 

教養訓練指導員 年 14,000円 

運転手 〃 7,500 

副運転手 〃 3,600 

機関員 〃 3,900 

副機関員 〃 2,900 

 

 

 



改   正   後 改   正   前 

火災，水害等災害に関

する出動 

1時間未満 1,000円 

1時間以上2時間未満 2,000円 

2時間以上3時間未満 3,000円 

3時間以上4時間未満 4,000円 

4時間以上5時間未満 5,000円 

5時間以上6時間未満 6,000円 

6時間以上7時間未満 7,000円 

7時間以上 8,000円 

訓練，会議等災害以外

に関する出動 

1時間未満 1,000円 

1時間以上2時間未満 2,000円 

2時間以上3時間未満 3,000円 

3時間以上 3,500円 

備考 支給額は同日間の従事における額とし，日を連続して従事した場合

は，各日ごとの従事時間に応じた支給額とする。 

 

別表第４（第４条関係） 

 

区 分 基 準 

団長 総社市長及び副市長の旅費条例（平成 17 年総社

市条例第 42 号）の規定により計算した額を支給 

 略 

本部長及び分団長 総社市職員等の旅費に関する条例（平成 17 年総

社市条例第 43 号）の規定により計算した額を支

給 

 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第３（第３条関係） 

１ 旅費として支給されるもの 

区 分 基 準 

団長 総社市長及び副市長の旅費条例（平成 17 年総社

市条例第 42 号）の規定により計算した旅費の額 

 略 

本部長及び分団長 総社市職員等の旅費に関する条例（平成 17 年総

社市条例第 43 号）の規定により計算した旅費の

額 

 略 

２ 実費弁償として支給されるもの 

区 分 支給の単位 支給額 

訓練費用弁償 1回 1,500円 

出動費用弁償 〃 2,000 

本団及び分団会議 

費用弁償 

〃 1,200 

警戒出動費用弁償 〃 1,000 



改   正   後 改   正   前 

  

 

   附 則 

 この条例は，令和５年４月１日から施行する。 


